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1 V をC上のベクトル空間とし, f : V → V を線型写像とする. 相異なる複素数 λ, μ
と正の整数 n, mに対して

V n(λ) := {v ∈ V | (f − λ · idV )n(v) = 0} ,

V m(μ) := {v ∈ V | (f − μ · idV )m(v) = 0}

とおく. V n(λ), V m(μ)はV の部分ベクトル空間となることを示し, V n(λ)∩V m(μ) =
{0}となることを示せ.

2 楕円C = {(x, y) ∈ R2 | 3x2 + 4xy + 3y2 = 7}上において, 函数 f(x, y) = 2x2 − y2の
最大値と最小値を求めよ. ここで, Cが楕円であること, 特に有界閉集合であること
は証明せずに用いてよい.


